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●甲賀市の人口の推移

総数

男

女

世帯数

93,327

46,353

46,974

33,441

（-41）人

（-29）人

（-12）人

（　6）世帯
H25.1.31現在　（　）内は前月比

3月の延長窓口は
4日、11日、18日、25日です。
　毎週火曜日は市民課および旧支所である地域市民セン
ターで、戸籍・住民票・税関係などの証明書発行等を夜の
７時まで延長しています。
※ただし、延長窓口ではお受けできない業務があ
りますので、対応できる内容については下記ま
でお問い合わせください。

身を焦がす火の粉をかぶり勇壮な地域自慢の伝統花火・・・関連記事はP19身を焦がす火の粉をかぶり勇壮な地域自慢の伝統花火・・・関連記事はP19身を焦がす火の粉をかぶり勇壮な地域自慢の伝統花火・・・関連記事はP19 美容師の仕事を体験―甲南第三小学校・・・関連記事はP14美容師の仕事を体験―甲南第三小学校・・・関連記事はP14美容師の仕事を体験―甲南第三小学校・・・関連記事はP14

問い合わせ　市民課　戸籍住民係　
　　　☎65‐0683 　65‐6338

市の財政状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P2
市公式 facebook ページ開設・・・・・・・・・・・・・・・P6
平成２５年秋の叙勲、危険業務従事者叙勲、秋の褒章・・・・P7

風しんの予防接種はお済みですか・・・・・・・・・・・・P11
甲賀市成人式の案内・・・・・・・・・・・・・・・・・・P15
であいこうか「水口の風景画家　野田幸江さん」・・・・・P19

甲賀市facebookページ
http://www.facebook.com/city.koka

甲賀市ホームページ
http://www.city.koka.lg.jp/

平成26年（2014年）

-230移動

軽自動車にかかる諸手続きについて
消費税率引き上げに伴う上下水道料金の改定について

がん検診を受けましょう 2,3
6
8

企業等の新たな立地・設備等投資と雇用拡大を支援
自主活動センターきずな年間利用登録について
であいこうか『地域に魅せられて　居山 翠さん』

9
12
15

表紙キャプション   私のハサミさばきはいかがです

か？・・・関連記事は P14 
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行政情報番組「きらめきこうか」
市政情報や地域の催しなどを放映しています
ので、ぜひご覧ください。（※あいコムこうか光
テレビの有料契約が必要となります）

「
は
ん
な
り
美
人
」

大
野
小
学
校
６
年
生

田
村
　
樹
里
さ
ん

た
　
む
ら

じ
ゅ
　　り

「
牛
に
乗
っ
た
よ
」

信
楽
小
学
校
３
年
生

近
藤
　
未
唯
さ
ん

こ
ん
　
ど
う

み
　
　
ゆ

「修学旅行の思い出」
水口中学校３年生
髙畑　智至さん
たか  はた とも 　し

「
山
火
事
防
止
の
ポ
ス
タ
ー
」

甲
賀
中
学
校
２
年
生

藪
下
　
和
真
さ
ん

や
ぶ  

し
た

か
ず 

　
ま



が
ん
は
国
民
病

　
が
ん
は
、
日
本
人
の
2
人
に
1
人
は
か

か
る
と
言
わ
れ
て
い
る
国
民
病
で
、
グ
ラ

フ
の
よ
う
に
死
因
も
心
疾
患
を
上
回
り
１
位
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

甲
賀
市
の
死
因
１
位
も
が
ん（
悪
性
新

生
物
）で
す
。

検
診
で
が
ん
の
早
期
発
見
を

︱
適
切
な
治
療
で
健
康
的
な
人
生
を
送
る
た
め
に
︱

　
市
で
は
、
早
期
に
発
見
さ
れ
、
適
切
な
治
療
を
受
け
る
こ
と
で
生
存
率
が
飛
躍
的
に
向
上
す

る
種
類
の
が
ん
に
対
し
て
、
が
ん
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
身
体
の
具
合
が
悪
く
な
っ
て
か
ら
の
受
診
で
発
見
さ
れ
る
が
ん
は
、
既
に
進
行
し
て
い
る
場

合
が
多
く
、
治
療
が
困
難
な
ケ
ー
ス
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
検
診
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
る

場
合
は
早
期
の
が
ん
で
治
療
可
能
な
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

増
加
す
る
が
ん
患
者

　
が
ん
に
か
か
る
人
と
死
亡
者
数
は
過
去

30
年
で
大
き
く
増
え
て
お
り
、
年
代
別
に

見
る
と
40
～
60
歳
代
で
も
、
が
ん
に
か
か

る
人
が
大
き
く
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、

万
が
一
が
ん
に
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
場
合

に
も
早
期
に
発
見
す
る
こ
と
で
適
切
な
治

療
が
受
け
ら
れ
る
と
治
癒
す
る
確
率
は
高

い
と
し
て
い
ま
す
。（
※
が
ん
の
種
類
に

よ
り
ま
す
）

が
ん
検
診
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い

　
が
ん
検
診
は
職
場
な
ど
の
検
診
や
人
間

ド
ッ
ク
な
ど
で
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
そ
の
よ
う
な
検
診
を
受
け
る
機
会

の
な
い
方
は
、
市
の
実
施
す
る
が
ん
検
診

を
ぜ
ひ
受
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
費
用
の
一
部
を
市
が
助
成
し
、
少
な
い

負
担
で
受
診
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
が
実
施
す
る
検
診（
表
１
）は

国
に
よ
る
研
究
・
分
析
で
受
診
す
る
が
ん

の
早
期
発
見
に
つ
な
が
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な

検
診
で
は
、
受
診
す
る
こ
と
で
検
診
対
象

者
の
が
ん
に
よ
る
死
亡
率
の
減
少
が
明
ら

か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
出
典：国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
が
ん
予

防
・
検
診
研
究
セ
ン
タ
ー
：
が
ん
検
診
読

本
）

　
た
だ
し
、
が
ん
検
診
は
健
康
で
症
状
が

な
い
と
き
に
受
け
る
検
診
で
す
。
既
に
、

少
し
で
も
気
に
な
る
症
状
が
あ
る
場
合

は
、直
接
医
療
機
関
を
ご
受
診
く
だ
さ
い
。

■�日本人の亡くなる原因の内訳

平成22年度
交通事故死亡数

平成22年度
がん死亡者数

4,863人※１ 353,499人※２

■�日本人の３人に１人が、がんで命を落とす時代
　�　死亡者数が交通事故の73倍にも上るがんは、誰に�
とっても深刻な問題です。

※１　警察庁交通局ホームページより
※２　国立がん研究センター
　　　がん対策情報センター

23％
悪性新生物

心疾患
（高血圧を除く）
19％

肺炎
18％

その他
17％

　 老衰
8％

脳血管障害7％

腎不全3％

不慮の事故2％

自殺 2％

慢性閉塞性肺疾患
1％

がん検診
　　の種類

検診の方法 対象年齢と
適切な受診間隔

自己負担費用
※70歳以上無料 実施場所

胃 胃Ｘ線撮影
（バリウム使用）

40歳以上
１年に１回 900円

【集団検診】
保健センターなど

【医療機関】
市の委託医療機関

肺 胸部Ｘ線撮影と
喀痰検査（喫煙者）の併用

40歳以上
１年に１回

200円
（喀痰検査500円）

大腸 便潜血検査
（２日法）

40歳以上
１年に１回 500円

子宮頸部 細胞診 20歳以上の女性
２年に１回

集団検診1,000円
医療機関1,700円

乳房 医師視触診とマンモグラフィ
（乳房Ｘ線撮影）

40歳以上の女性
２年に１回 1,500円

■市が実施するがん検診（表１）

※市が実施する検診を希望される方は、３月末に配布する「検診カレンダー」をご確認ください。

　

平
成
26
年
度
の
が
ん
検
診
の

詳
細
情
報
の
ほ
か
、
乳
幼
児
健

診
な
ど
健
診
・
検
診
の
情
報
を
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

●�

配
布
時
期
／
３
月
中
旬
か
ら

下
旬
に
か
け
て

●�

配
布
方
法
／
区
・
自
治
会
を
通

じ
て
世
帯
ご
と
に
配
布

※�

区
・
自
治
会
に
加
入
さ
れ
て
い
な

い
方
は
、
市
役
所
・
各
地
域
市
民

セ
ン
タ
ー
・
保
健
セ
ン
タ
ー
に
置

い
て
あ
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
求
め
く
だ
さ
い
。

「
平
成
26
年
度
健
診

（
検
診
）カ
レ
ン
ダ
ー
」

を
お
配
り
し
ま
す

問
い
合
わ
せ

健
康
推
進
課　

健
康
増
進
係
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E
メ
ー
ル

  �gansoudan@
kohka-hp.or.jp

　
が
ん
の
検
診
は
未
だ
症
状
の
な
い
方

の
早
期
発
見
、
す
な
わ
ち
未
病
の
が
ん

を
見
つ
け
る
こ
と
が
最
大
の
目
標
で
す
。

　
検
診
で
精
密
検
査
が
必
要
と
さ
れ
た

方
が
が
ん
で
あ
る
こ
と
は
、
数
十
人
に

ひ
と
り
で
す
。
精
密
検
査
の
お
知
ら
せ
を
受
け
た
ら
決
し
て
悲
観

せ
ず
、
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
も
し
が
ん
と
診
断
さ

れ
て
も
検
診
で
発
見
さ
れ
た
が
ん
の
方
は
早
期
で
あ
る
こ
と
が
多

く
、
適
切
な
治
療
に
よ
り
治
る
確
率
が
高
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
大
き
な
手
術
よ
り
腹
腔
鏡
や
内
視
鏡
手
術
、
乳
房
温
存

療
法
な
ど
体
に
や
さ
し
い
方
法
で
の
治
療
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
な
ん
ら
か
の
症
状
が
あ
る
方
は
検
診
を
う
け
る
こ
と

な
く
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

公
立
甲
賀
病
院

外
科　
院
長
代
行　
沖
野　
孝

が
ん
検
診
の
必
要
性
に
つ
い
て

　
が
ん
と
診
断
さ
れ
る
の
は
と
て
も
衝

撃
的
な
こ
と
で
動
揺
さ
れ
る
の
は
自
然

な
こ
と
で
す
。
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

不
安
や
疑
問
が
生
じ
て
く
る
こ
と
も
多

い
も
の
で
す
。
そ
こ
で
、
が
ん
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
で
は
、が
ん
に
関
す
る
様
々
な
情
報
を
提
供
し
た
り
、

問
題
の
整
理
や
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
相
談
し
て
い
た
だ
く
内
容
は
診
断
や
治
療
の
副
作
用
、
医
療

費
、
漠
然
と
し
た
不
安
、
医
療
者
と
の
関
係
、
家
族
や
大
事
な
人

と
の
関
係
、
仕
事
、
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
な
ど
ど
ん
な
こ
と
で

も
結
構
で
す
。
私
た
ち
相
談
員
は
、
が
ん
と
と
も
に
生
き
て
い
く

生
活
が
少
し
で
も
楽
に
な
る
よ
う
に
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
伺
っ
た
お
話
は
相
談
者
の
了
解
な
し
に
他
に
伝
わ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
安
心
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

公
立
甲
賀
病
院　
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

看
護
師
長
補
佐　
柴
田　
紀
子

が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

がんの死亡者数は、
交通事故の73倍
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国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
に
つ
い
て

新
し
い
保
険
証
を
発
送

　
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証（
保
険
証
）が
、
４
月
１

日
か
ら
新
し
く
な
り
ま
す
。

　
新
し
い
保
険
証
は
３
月
末
ま
で
に
、
各
被
保
険
者
に
届

く
よ
う
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
。
配
達
の
際
に
ご
不
在

の
場
合
は
、
留
め
置
き
期
間
内（
通
常
十
日
間
）に
、
郵
便

局
へ
受
け
取
り
に
行
く
か
、
郵
便
局
へ
配
達
希
望
日
を
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。
留
め
置
き
期
間
経
過
後
は
、
市
役
所

で
保
管
し
ま
す
。

　
３
月
中
に
保
険
証
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

方
は
、
保
険
年
金
課
ヘ
ご
連
絡
の
上
、
保
険
年
金
課
ま
た

は
最
寄
り
の
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー（
旧
支
所
の
み
）で
お
受

け
取
り
い
た
だ
く
か
、
希
望
に
よ
り
再
度
郵
送
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
窓
口
で
受
け
取
り
の
際
に
必
要
な
も
の

　

・
本
人
確
認
書
類

　

・
有
効
期
限
切
れ
の
保
険
証

　

・
印
鑑

　

・�

委
任
状（
同
一
世
帯
以
外
の
方
が
受
け
取
ら
れ
る
場
合
）

�　
次
の
よ
う
な
と
き
は
、
す
ぐ
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
保
険
証
を
紛
失
し
た
と
き

・
保
険
証
が
汚
れ
て
使
え
な
く
な
っ
た
と
き

・
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
と
き

・
家
族
の
健
康
保
険
の
扶
養
に
な
っ
た
と
き

　
保
険
証
を
受
け
取
ら
れ
た
ら
、
加
入
者
全
員
の
保
険
証

が
あ
る
か
、
名
前
や
生
年
月
日
に
誤
り
が
な
い
か
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

※�

保
険
証
は
他
人
に
貸
し
た
り
、
借
り
た
り
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

七
十
歳
以
上
の
高
齢
受
給
者
証
を

お
持
ち
の
方
へ

　
平
成
26
年
度
か
ら
、
70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方
の
自
己

負
担
割
合
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

　
昭
和
19
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
で
、
す
で
に
70
歳
以

上
の
方
は
、現
在
の
負
担
区
分
の
ま
ま
据
え
置
か
れ
ま
す
。

・�「
二
割（
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
は
一
割
）」の
証
を
お

持
ち
の
方・・・保
険
証
と
別
便
で
、
高
齢
受
給
者
証
も

お
送
り
し
ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

・�「
三
割
」の
証
を
お
持
ち
の
方・・・現
在
の
も
の
を
引
き

続
き
お
使
い
く
だ
さ
い
。

　
昭
和
19
年
4
月
２
日
以
降
の
お
生
ま
れ
の
方
は
、
70
歳

の
誕
生
日
の
翌
月（
１
日
が
誕
生
日
の
方
は
そ
の
月
）か
ら

別
表
の
負
担
割
合
と
な
り
ま
す
。
誕
生
月
の
月
末（
１
日

生
ま
れ
の
方
は
前
月
末
）に
高
齢
受
給
者
証
を
郵
送
し
ま

す
の
で
、
受
診
の
際
は
、「
保
険
証
」と「
高
齢
受
給
者
証
」

を
併
せ
て
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

70歳～ 74歳の方の自己負担割合

現役並み
所得者以外

昭和19年4月１日
以前生まれの人 １割

昭和19年4月2日
以降生まれの人 ２割

現役並み所得者
（同一世帯に住民税課税所得が145
万円以上の70～ 74歳の方がいる
場合など。詳しくはお問い合わせ
ください。）

３割

問い合わせ

☎65-0688 ／ 63-4618
保険年金課　国保年金係

　市では、４月から更なるごみの減量、資源循環を促進するため、使用済小
型電子機器のリサイクルを行います。
　それに伴い個人情報保護のため、ノート型パソコン・携帯電話等の個人情
報を含む機器(粗大ごみは除く）については、各地域市民センターで回収を行
いますので、執務時間内にお持ち込みください。
  なお、通常どおりごみ集積所等に出される場合は、必ずデータを削除して
から出してください。
　また、パソコンはメーカーが引き取るリサイクル制度もあります。制度の
詳細は直接メーカーにお問い合わせください。

問い合わせ

☎65-0690 ／ 63-4582
生活環境課

個人情報を含む小型電子機器を市が引き取り
― ノートパソコン、携帯電話など ―

　住宅火災を防ぐために
■寝タバコは絶対しない
■コンセントのホコリを清掃する
■家の周りに放火されやすい物を置かない
■コンロ周りに燃えやすい物を置かない

　住宅用火災警報器の確認を
■住宅用火災警報器の設置場所を確認しましょう
　※�全ての寝室と、上階に寝室がある場合は階段
部分にも設置を

■定期的に維持管理しましょう
　※定期的なホコリ清掃と、年に一回は動作点検を

平
成
26
年
　
春
の
火
災
予
防
運
動

︱
全
国
統
一
防
火
標
語
︱

消
す
ま
で
は　

心
の
警
報　

Ｏ
Ｎ
の
ま
ま

３月１日（土）から
７日（金）まで

問い合わせ　※お近くの消防署までお気軽に

甲賀広域行政組合消防本部予防課	 ☎63-7932
水口消防署	 ☎63-1119
水口消防署土山分署	 ☎67-1199
甲南消防署	 ☎86-3119
甲南消防署甲賀分署	 ☎88-7701
信楽消防署	 ☎82-0119
ホームページ　http://www.koka-koiki.jp/

普
通
救
命
講
習

受
講
者
募
集

日
時
／
３
月
８
日（
土
）９
時
～
12
時

（
受
付
８
時
30
分
～
）

場
所
／
甲
南
消
防
署　
会
議
室

対
象
／
市
内
在
住・在
勤
の
方

内
容
／�

心
肺
蘇
生
法
お
よ
び
A
E
D

の
使
用
方
法

申
込
締
切
／
３
月
７
日（
金
）

定
員
／
先
着
20
名

※
参
加
費
無
料

問
・
申
／
甲
南
消
防
署　

救
急
係

☎
８
６

－

３
１
１
９

 

８
６

－

０
７
１
９

●
募
集
職
種
／

理
学
療
法
士（
追
加
募
集
）

●
採
用
予
定
人
員
／
２
名

●
受
験
資
格
／

次
の
ア
、
イ
の
要
件
を
満
た
す
方

ア　

�

理
学
療
法
士
免
許
を
お
持
ち

の
方
、
ま
た
は
平
成
25
年
度

中
に
実
施
さ
れ
る
国
家
試
験

に
お
い
て
免
許
取
得
見
込
み

の
方

イ　

�

昭
和
48
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方

●
試
験
日
／
平
成
26
年
３
月
21
日（
祝
）

●
試
験
内
容
／

ア　
口
述
試
験（
個
別
面
接
）20
分
程
度

イ　
作
文
試
験
60
分

●
合
格
発
表
／

平
成
26
年
４
月
11
日（
金
）予
定

●
採
用
日
／

合
格
発
表
の
日
か
ら
２
ヶ
月
以
内

の
日
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●�

受
付
期
間
／
３
月
14
日（
金
）ま
で

の
執
務
時
間
中（
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

※�

郵
送
で
申
し
込
ま
れ
る
方
は
３
月

12
日（
水
）ま
で
の
消
印
有
効

市
職
員
採
用
試
験

の
お
知
ら
せ

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

職
員
課　

人
事
係

　
　
　

☎
６
５
―
０
６
６
９

　
　
　

６
３
―
４
５
６
１
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軽
自
動
車
の

名
義
変
更・廃
車
手
続
き

　
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
に
原
動
機
付
自
転
車
、
軽
三・四
輪
、
小
型
特
殊
自
動
車（
ト

ラ
ク
タ
ー
や
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な
ど
）及
び
軽
二
輪
な
ど
を
所
有
し
て
い
る
人
に
課
税
さ
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
、
４
月
２
日
以
降
に
名
義
変
更
や
廃
車
の
手
続
き
を
さ
れ
て
も
平
成
26
年
度
の

軽
自
動
車
税
は
課
税
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
「
家
族
で
所
有
者
が
変
わ
っ
た
」、「
他
人
に
譲
っ
た
」、「
古
く
な
っ
て
乗
っ
て
い
な
い
」、「
所

有
者
が
亡
く
な
っ
た
」な
ど
の
場
合
は
４
月
１
日
ま
で
に
名
義
変
更
・
廃
車
の
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
ま
た
、
盗
難
に
あ
っ
た
場
合
は
、
警
察
署
に
盗
難
届
を
提
出
し
、
盗
難
届
出
証
明
書
を
持
参

し
廃
車
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

取扱い車種 手続きの場所

滋
賀
ナ
ン
バ
ー

三輪・四輪の軽自動
車

軽自動車検査協会　滋賀事務所
守山市木浜町2298-3
☎ 077-585-7103　 077-585-7153

軽二輪
（125cc超250cc以
下）及び二輪の小型自
動車（250cc超）

近畿運輸局　滋賀運輸支局
守山市木浜町2298-5
☎ 050-5540-2064　 077-584-2079
※�この番号の後、026を押すとオペレー
ターにつながります。

甲
賀
市
ナ
ン
バ
ー

旧
町
ナ
ン
バ
ー

原動機付自転車
（125cc以 下 の バ イ
クなど）及び小型特殊
自動車（トラクターや
フォークリフトなど）

水口庁舎市民課
　☎62-4272　 65-6338
土山地域市民センター地域振興課　
　☎66-1101　 66-1564
甲賀大原地域市民センター地域振興課
　☎88-4101　 88-3104
甲南第一地域市民センター地域振興課
　☎86-8011　 86-8029
信楽地域市民センター地域振興課
　☎82-8065　 82-3415

　ナンバープレート・印鑑・本人確認書類（運転免許証等）をご
持参ください。（他市区町村のナンバープレートの場合も他市
区町村の廃車の手続きと甲賀市での登録の手続きが可能です。）
　転出時は甲賀市で廃車申告を行ったうえで、転出先の市区
町村で登録してください。転出先の市区町村に甲賀市のナン
バープレート（旧町ナンバー含）を返却いただき廃車・登録の手
続きも可能です。

・�口座振替の名義人の変更がある場合は、口座振替依頼書を振替希望
金融機関に提出してください。

お忘れなく

平成26年度 軽自動車税の減免申請 の受付について

　　　対象車両　　　
○�平成26年４月１日時点で、自動車検査証上の所有者が
障がい者の方、本人の軽自動車
○�身体障がい者が18歳未満の場合で、生計同一者が所有
する軽自動車
○�精神障がい者・知的障がい者の場合で、生計同一者の所
有する軽自動車
○�障がい者のみの世帯で構成される為に、障がい者の常
時介護者が使用する軽自動車

　※�減免を受けることができるのは、手帳を持つ人１人につき、
普通自動車・軽自動車・バイクのいずれか１台のみです。

　　　申請期間　　　
　平成26年４月１日（火）～５月26日（月）
　※�減免決定までに時間を要するため、申請されても一旦お

支払いいただく場合がありますので、できるだけ４月中
に申請してください。

　※申請期間を過ぎると受付できません。

　　　 申請先 　　　
○�税務課および旧支所である地域市民センター（土山・甲
賀大原・甲南第一・信楽）

　　　 持ち物 　　　
○�減免申請書（税務課および旧支所である地域市民セン
ター（土山・甲賀大原・甲南第一・信楽）に備え付け）
○�障害者手帳（身体障害者手帳、精神障害者保健福祉手帳、
療育手帳、戦傷病者手帳のいずれか該当するもの）
○主に運転する人の運転免許証
○該当車両の車検証
○印鑑（本人のもの）
○�軽自動車税納税通知書（届いている場合のみ）
　※�「生計同一及び常時介護者」の場合は上記以外に別途書類が
必要になります。（注）今年度から申請の様式が変わります。

　　�また、公的機関や地縁団体等が所有する車両についても減
免になることがあります。詳しくは税務課までお問い合わ
せください。

　軽自動車税には、身体障がい者・精神障がい者・知的障がい者・戦傷病者の方に対する減免制度があります。
　ただし、申請者の要件には細かな規定があり、減免が受けられない場合もございますので、詳しい内容につきましては
お問い合わせください。

問い合わせ

☎65-0679 ／ 63-6574
税務課　市民税係

信楽高原鐵道からの
　４月１日からの消費税率引き上げに伴い、平均で
2.745%の旅客運賃の値上を予定しています。改定
後は、信楽駅・貴生川駅間の普通運賃を現行450円
のところ460円とさせていただきます。
　今後とも、安心で安定した公共交通サービスに努
めてまいりますので、ご理解ご協力をお願い致しま
す。
　なお、その他の区間や定期券等の運賃につきまし
ては、お問合せ下さい。

　昨年の台風被害により現在運行を休止しておりま
すが、３月中旬から、線路や踏切等の維持管理のた
め、定期的に列車の運行を昼間に実施します。日時
や運行区間については、音声放送等でお知らせいた
します。
　運行にあたっては、厳正に安全確認を実施しなが
ら行いますが、踏切横断時などには十分にご注意い
ただきますようお願い致します。

問い合わせ

☎82-0129信楽高原鐵道信楽駅

◆
綾
野
ゆ
う
ゆ
う
ク
ラ
ブ（
水
口
）

☎
６
２
︱
５
５
５
４

◆
鮎
っ
子
ク
ラ
ブ（
土
山
）

☎
６
９
︱
０
２
１
２

◆
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
レ
イ
ン
ボ
ー
ク
ラ
ブ（
水
口
）

☎
６
２
︱
０
４
０
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◆
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
う
か
サ
ス
ケ
く
ら
ぶ（
甲
賀
）

☎
８
８
︱
５
９
０
０

◆
Ｋ
Ｏ
Ｈ
Ｎ
Ａ
Ｎ

　

忍
に
ん
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ（
甲
南
）

☎
８
６
︱
１
１
５
０

◆
城
山
あ
い
あ
い
ク
ラ
ブ（
水
口
）

☎
６
３
︱
８
１
７
７

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
ま
ち
づ
く
り
を

　
～
人
の
和
　
ス
ポ
ー
ツ
の
輪

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
話
～
　
　
　
　

　
市
内
に
は
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
10
ク
ラ
ブ
あ
り
ま
す
。

　
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
ま
ち
づ
く
り
」を
目
標
に
、

地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
環
境
な
ど
を
形
成
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
す
。

　
ク
ラ
ブ
で
は
様
々
な
年
代
の
人
た
ち
が
、
一
緒
に
楽
し
く
体
を
動
か
し
な
が
ら
健
康
づ

く
り
を
中
心
に
、
地
域
ご
と
に
特
色
を
も
っ
た
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
各
ク
ラ
ブ
と
も
健
康
体
操
や
太
極
拳
な
ど
定
着
し
た
活
動
種
目
に
加
え
、
毎
年
新
し
い

イ
ベ
ン
ト
や
大
会
を
企
画
、
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で
な
く
地
域
交
流
活
動
や
文
化
教
室
も

催
さ
れ
、
年
齢
に
関
わ
ら
ず
仲
間
と
一
緒
に
楽
し
め
ま
す
。

　
各
ク
ラ
ブ
で
は
、
新
し
い
仲
間
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
、

ク
ラ
ブ
に
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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Ｃ
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ａ
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土
山
）
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︱
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３

◆
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と
貴
生
川　

ス
ポ
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ツ
ク
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水
口
）

☎
６
３
︱
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Ａ
Ｎ
ク
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水
口
）
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２
︱
５
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◆
ぽ
ぽ
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楽
）

☎
８
２
︱
０
９
４
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問
い
合
わ
せ

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
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運賃改定について 線路設備等維持管理のた
めの列車運行について

信楽－貴生川間運賃

⇒現　行

450円

４月以降

460円

お知らせ
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消費税率の引き上げに伴う
上下水道料金の改定について

　消費税法の改正により、平成26年４月１日から消費税率が８％に引き上げられることになりました。
　これに伴い、平成26年４月１日から水道料金及び下水道使用料等を改定しますのでお知らせします。
　今回の改定は、消費税率のみの変更です。皆様のご理解とご協力をお願いします。
　経過措置により、新料金は、平成26年８月以降の請求分からとなります。（４月から上下水道の使用を開始さ
れるなど６月請求分から８％適用になる場合もあります。）

区分 基本料金 超過料金（1㎥につき）
汚水量（㎥） 現行料金（円） 新料金（円） 汚水量（㎥） 現行料金（円） 新料金（円）

一般排水
0㎥～ 20㎥ 2,599.80 2,674.08

21㎥～ 40㎥ 139.65 143.64
41㎥～ 60㎥ 150.15 154.44
61㎥～100㎥ 159.60 164.16
101㎥～200㎥ 170.10 174.96

201㎥～ 179.55 184.68
特定排水 1,501㎥～ 210.00 216.00
公衆浴場排水 0㎥～ 600㎥ 20,000.40 20,571.84 601㎥～ 74.55 76.68

　 現行料金 新料金 増加額
水道料金 9,471円 9,741円 ＋ 270円

下水道使用料等 7,795円 8,017円 ＋ 222円

■水道料金（２か月につき）

■下水道使用料等（２か月につき）

※一般家庭の標準的な使用（メーター口径13mm、2か月56㎥の使用水量）での料金比較 問い合わせ

☎86-8014
86-8032

☎86-8201上下水道料金お客様センター
上下水道料金課

（合計金額の１円未満切捨て）

　
自
立
支
援
医
療
更
生・育
生・精
神
通
院

の
利
用
者
負
担
に
つ
い
て
は
、
障
害
者
自

立
支
援
法
に
基
づ
き
、
所
得
に
応
じ
て
月

毎
に
負
担
上
限
額
を
設
け
る
な
ど
の
負
担

軽
減
措
置
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
別
表
に
あ
る
２
点
に

つ
い
て
は
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
の
特

例
措
置
な
の
で
、
平
成
26
年
４
月
１
日
以

降
に
手
続
き
を
さ
れ
る
場
合
、
措
置
が
終

了
す
る
ま
で
の
期
間
し
か
軽
減
措
置
が
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。（
最
長
で
平
成
27
年
３

月
31
日
）

　
今
後
、
自
立
支
援
医
療
の
申
請
を
予
定

さ
れ
て
い
て
、
別
表
に
該
当
す
る
方
は
、

有
効
期
間
が
医
師
意
見
書
に
記
載
さ
れ
て

い
る
期
間
と
異
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※�

本
施
策
が
延
長
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

決
定
通
知
の
際
に
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

来
年
３
月
末
ま
で
の

負
担
軽
減
期
間
に
ご
注
意
を

―
自
立
支
援
医
療
利
用
者
負
担
の

経
過
的
特
例
の
終
了
―

問
い
合
わ
せ

自
立
支
援
課　

自
立
支
援
係
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（合計金額の１円未満切捨て）

メーター口径
及び用途

基本料金 超過料金（1㎥につき）
水量（㎥） 現行料金（円） 新料金（円）

13mm
20㎥まで

2,709.00 2,786.40
◦20㎥以下の水量
　　現行料金　178.50円　→　新料金　183.60円
◦20㎥を超え、40㎥以下の水量
　　現行料金　199.50円　→　新料金　205.20円
◦40㎥を超え、100㎥以下の水量
　　現行料金　225.75円　→　新料金　232.20円
◦100㎥を超え、200㎥以下の水量
　　現行料金　246.75円　→　新料金　253.80円
◦200㎥を超える水量
　　現行料金　267.75円　→　新料金　275.40円

　　現行料金　267.75円　→　新料金　275.40円

20mm 6,657.00 6,847.20
25mm ― 10,374.00 10,670.40
30mm ― 14,826.00 15,249.60
40mm ― 27,174.00 27,950.40
50mm ― 42,000.00 43,200.00
75mm ― 93,912.00 96,595.20
100mm ― 165,585.00 170,316.00
150mm ― 375,690.00 386,424.00
200mm ― 657,468.00 676,552.80

公共用（非住宅用） 10㎥まで 1,354.50 1,393.20
臨時用 ― 該当口径の2倍 該当口径の2倍

企
業
等
の
新
た
な
立
地・設
備
等
投
資
と

　
　
　
　
　
　
　
　  

雇
用
拡
大
を
支
援

　
企
業
等
の
新
た
な
立
地
・
設
備
等
投
資
を
支
援
す
る
た
め
、
対
象
と
な
る
施
設
の
固
定
資
産
税
率
を
３
年

間
半
分
に
す
る
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

 

こ
れ
に
よ
り
産
業
の
振
興
と
雇
用
機
会
の
拡
大
等
を
図
り
、
将
来
に
わ
た
る
地
域
経
済
の
発
展
と
市
民
生

活
の
安
定
向
上
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

特
別
措
置
の
内
容

・�

新
た
に
投
資
し
た
対
象
施
設
の
固

定
資
産
税
の
税
率

    

０.
7
/
1
0
0（
通
常
税
率
の
1
/
2
）

・�

条
件
を
満
た
し
た
年
度
の
翌
年
度

か
ら
３
年
間
適
用

　
特
別
措
置
の
対
象
事
業（
業
種
）

　
〈
日
本
標
準
産
業
分
類
に
よ
る
〉

・
製
造
業

・�

情
報
通
信
業
の
う
ち
情
報
サ
ー
ビ

ス
業
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
付
随
サ
ー

ビ
ス
業
、
映
像
･
音
声
･
文
字
情

報
制
作
業

・�

運
輸
業
の
う
ち
道
路
貨
物
運
送
業
、

倉
庫
業
、
運
輸
に
付
帯
す
る
サ
ー

ビ
ス
業

企
業
等
の
責
務

　

特
別
措
置
の
適
用
を
受
け
る
こ
と

と
な
っ
た
企
業
等
は
、
市
内
に
住
所

を
有
す
る
者
を
雇
用
す
る
よ
う
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し
ま
す
。

施
行
日
等

　
平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
し
、

平
成
25
年
１
月
２
日
以
後
に
新
設
・
拡

充
が
完
了
し
、
か
つ
、
事
業
を
開
始

し
た
も
の
か
ら
適
用
し
ま
す
。

対象企業等 新たな投下　
固定資産額※２

増加する　　　
常用雇用者数※３

中小企業者 １億円以上 ５人以上

中小企業者以外の企業等 10億円以上 15人以上
※１対象施設
　　企業等が新設･拡充した家屋及び償却資産（土地は対象外）
※２新たな投下固定資産額
　　対象施設の新設・拡充に必要な取得価格の合計額
※３常用雇用者
　　�企業等が直接雇用する者で雇用保険及び社会保険の被保険者資格を
有し、期間の定めなく雇用する者

問
い
合
わ
せ

商
工
政
策
課　

商
工
業
振
興
係
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甲
賀
市
固
定
資
産
税
特
別
措
置
条
例

参加者
募集

　県下ナンバーワンのものづくりのまち甲賀市
を再認識し、市に誇りを持っていただくために
工場見学を開催します。
　製品が完成するまでの行程を見学して、市に
立地している企業のことを知ってみませんか。

申込期間／３月５日（水）～３月19日（水）
　　　　　※定員に達し次第、受付終了
その他／・�見学内容は、主に小学生高学年向けとしています。
　　　　・�小学生の方は、必ず保護者が同伴してください。
　　　　・�市役所から見学先までは、公用車で送迎します。
　　　　・�工場内は、階段の昇降、滑りやすい場所、

狭い場所などがあります。
問い合わせ・申込み

☎65-0708 ／ 63-4087
観光推進室

☎65-0709 ／ 63-4087
商工政策課

ものづくりのまち
甲賀再発見ツアー

主な条件

工場見学
日時／３月25日（火）８時45分～ 12時
集合場所／市役所水口庁舎
見学先／
　①株式会社やまみ関西工場　（水口町さつきが丘16）
　　　内容：豆腐・厚揚げの製造ライン
　②株式会社日立建機ティエラ　（水口町笹が丘1-2）
　　　内容：ミニショベルの製造ライン
定員／市内在住の小学生以上で先着20名程度
　　　※参加無料
申込方法／�電話またはFAX（様式は問いません）で参加

者の住所、氏名、年齢（学年・学校名）、電話
番号をお知らせください。

平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
の
経
過
的
特
例

　

重
度
か
つ
継
続
の
方
に
つ
い
て
、
市
民
税

の
所
得
割
の
額
が
一
定
以
上
あ
っ
て
も
対
象

と
し
、
負
担
上
限
月
額
を
定
め
て
い
る
経
過

的
特
例

　
育
成
医
療
の
中
間
所
得
層（
市
民
税
所
得
割

額
が
23
万
５
千
円
以
上
の
方
に
つ
い
て
、
負

担
上
限
月
額
を
定
め
て
い
る
経
過
的
特
例

別
紙

平成26年3月1日 82014.3.19 　　　　2014.3.1 平成26年3月1日



地域市
民セン

ター

西東
北南

西東
北南

西東
北南

まちかど
特派員のページ

　
２
月
９
日
、
小
原
自
治
振
興
会
で
は
、
柞
原
会
館
に
お
い
て

「
男
の
料
理
教
室
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
メ
ニ
ュ
ー
は
さ
ば
寿
司・い
な
り
寿
司・ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
カ
ル

ボ
ナ
ー
ラ
と
ナ
ポ
リ
タ
ン
、
そ
し
て
れ
ん
こ
ん
チ
ッ
プ
と
盛
り

沢
山
で
し
た
。

　

当
日
は
女
性
の
方
か
ら

の
特
別
な
後
方
支
援
を
頂

き
な
が
ら
、
皆
さ
ん
悪
戦

苦
闘
の
連
続
。

　

一
見
組
み
合
わ
せ
に
違

和
感
も
あ
り
ま
し
た
が
、

和
洋
折
衷
料
理
と
な
り
、

試
食
会
で
は
そ
の
出
来
栄

え
に
大
変
満
足
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
参
加
者
の
一
人

は「
す
ぐ
家
で
や
っ
て
み
よ

う
」と
、
と
て
も
満
足
気
で

し
た
。

「
多
彩
な
料
理
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

▲男の料理教室

希望ケ丘学区で
食育講演会を開催
●希望ケ丘地域市民センター

　
１
月
31
日
、
希
望
ヶ
丘
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、「
弁
当
の

日
」の
提
唱
者
で
あ
る
竹
下
和
男
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
食
育
講
演
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
講
演
会
は
、
企
画・運
営
を
希
望
ヶ
丘
学
区
自
治
振
興
会
希
望
ヶ
丘
分
会
、

本
町
分
会
、
地
域
内
の
子
ど
も
に
関
係
す
る
団
体
が
連
携
し
、
昼
の
部
と
夜
の

部
の
２
回
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、
子
ど
も
が
弁
当
作
り
の
す
べ
て
を
一
人
で
行
う
こ
と
で
身
に
つ

く
力
や
子
育
て
に
お
い
て
果
た
す
べ
き
大
人
の
役
割
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
、

時
に
は
涙
あ
り
、
時
に
は
厳
し
く
話
さ
れ
ま
し
た
。
約
２
３
０
名
の
参
加
者
は
、

時
の
経
つ
の
も
忘
れ
て
聞
き
入
り
、
２
時
間
の
講
演
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ

て
い
ま
し
た
。

30年後はこんな地域に
●鮎河地域市民センター

　
羽
ば
た
け
鮎
河
自
治
振
興
会
で
こ
の
ほ
ど
、「
こ
ん
な
鮎
河
に
な
っ
た

ら
い
い
な
ぁ
」と
題
し
、
自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
地
域（
鮎
河
学
区
）の

将
来
に
つ
い
て
の
話
合
い
が
、
若
者
と
若
い
お
母
さ
ん
が
集
ま
っ
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
話
合
い
は
、
30
年
後
の
地
域
に「
残
っ
て
い
て
欲
し
い
も
の
」「
で
き
た

ら
い
い
な
と
思
う
こ
と
」「
変
わ
っ
て
い
て
欲
し
い
こ
と
」の
三
つ
に
絞
っ

て
行
わ
れ
、
最
終
的
に
、
出
さ
れ
た
意
見
を“
こ
ん
な
鮎
河
に
な
っ
た
ら

い
い
な
ぁ
川
柳
”に
ま
と
め
て
発
表
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
グ
ル
ー
プ
分
け
ゲ
ー
ム
で
始
ま
り
、
愉
快
な
川
柳
で
終
わ
る
と
い
う

楽
し
い
話
合
い
と
な
り
ま
し
た
が
、
ど
の
人
も
ふ
る
さ
と「
鮎
河
」を
愛

し
て
お
ら
れ
、
熱
く
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

●
小
原
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

透
き
と
お
る
歌
声
が
心
に
し
み
て
…
感
動
！

　
貴
生
川
地
区
人
権
教
育
推
進
協
議
会
で
は
２
月
15
日
、
貴

生
川
公
民
館
を
会
場
に
、『
第
４
講　
ま
ち
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
』

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は“
Ｋ
Ｌ
Ｇ
コ
ン
サ
ー
ト
”と
し
て
、
三
重
県
に
あ
る

ひ
ま
わ
り
デ
イ
セ
ン
タ
ー「
ふ
っ
く
り
あ
」か
ら
、“
小
池
千
鶴

子
＆
リ
ト
ル
ギ
ャ
ル
ズ
”の
お
二
人
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
♪
赤
い
花
白
い
花
・
こ
の
道
・
カ
ン
ト

リ
ー
ロ
ー
ド
♪
な
ど
懐
か
し
い
歌
や
、
♪
友
だ
ち
は
い
い
も

ん
だ
♪
の
歌
を
手
話
を
交
え
て
会
場
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

歌
っ
た
り
し
な
が
ら
、

自
身
の
障
が
い
の
こ
と

や
日
々
の
充
実
し
た
生

活
の
様
子
な
ど
を
お
話

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
大
雪
の
後
で

し
た
が
無
事
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
、
参
加
さ

れ
た
皆
さ
ん
は
小
池
さ

ん
の
美
し
い
透
き
と

お
っ
た
歌
声
に
う
っ
と

り
聞
き
入
っ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。

中
な か

島
じ ま

　悠
はるか

こうかまちかど
特派員

カ
タ
タ
ン
コ
ト
ト
ト
ン　

夢
を
の
せ
て　
～
信
楽
高
原
鐵
道
へ
の
想
い
～

　
現
在
、
運
行
再
開
へ
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
信
楽
高
原
鐵
道
。
そ
ん
な
高
原
鐵
道
へ
の
想
い
を
発
信
し
て
お
ら
れ
る

引ひ
き

田た 

啓ひ
ろ

子こ

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

●�

ま
ち
か
ら
鉄
道
が
な
く
な
る
、

と
い
う
こ
と

　
自
身
の
お
子
さ
ん
も
、
高
原
鐵
道

を
利
用
し
て
通
学
さ
れ
て
い
る
引
田

さ
ん
。『
信
楽
の
特
異
な
道
路
状
況

な
ど
を
考
え
る
と
冬
期
は
危
険
で
、

バ
ス
で
は
不
便
。
鉄
道
が
な
く
な
る

と
、
通
学
す
る
子
ど
も
た
ち
や
親
が

困
る
し
、
車
を
持
た
な
い
人
は
住
め

な
い
。
信
楽
高
校
へ
の
進
学
者
も
減

る
の
で
は
。
ま
ち
か
ら
子
ど
も
が
い

な
く
な
り
、
活
気
が
な
く
な
っ
て
し

ま
う
。』ま
だ
運
行
再
開
の
見
通
し
が

立
た
な
か
っ
た
頃
、
そ
ん
な
不
安
を

感
じ
た
の
だ
そ
う
で
す
。

●�

様
々
な
想
い
を
共
有
し
た
い

　
「
ま
ち
の
人
達
の
た
め
に
も
お
願

い
し
ま
す
！
」そ
う
言
っ
て
募
金
活

動
を
行
う
信
楽
高
校
生
た
ち
の
姿
を

見
て
、
心
を
動
か
さ
れ
た
と
い
う
引

田
さ
ん
。『
高
原
鐵
道
へ
の
想
い
を

多
く
の
方
か
ら
お
伺
い
し
た
い
。』そ

ん
な
気
持
ち
で
、
自
分
の
想
い
や
意

見
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ソ
ー
シ
ャ

ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
で
発
信

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
引
田
さ
ん
の
発
信
は
市
内
外
を
問

わ
ず
、
た
っ
た
数
日
間
で
約
２
千
人

も
の
方
々
が
閲
覧
。
こ
れ
を
き
っ
か

け
に『
鉄
道
の
あ
る
ま
ち
・
信
楽
』を
、

そ
れ
ぞ
れ
が
当
事
者
意
識
を
持
っ
て

も
う
一
度
考
え
直
し
て
頂
け
れ
ば
、

と
引
田
さ
ん
。
中
に
は『
鉄
道
は
必

要
な
い
』と
い
っ
た
厳
し
い
意
見
も

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
も
ひ
と
つ
の
答

え
と
し
て
受
け
止
め
て
い
る
そ
う
で
す
。

▲グループで楽しい話合い

▲竹下先生講演会の様子

●
貴
生
川
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

●
甲
賀
市
の
信
楽
高
原
鐵
道
へ

　
運
行
再
開
の
見
通
し
が
立
ち
、
み

ん
な
で
高
原
鐵
道
に
乗
ろ
う
！
と

い
っ
た
利
用
促
進
の
声
を
よ
く
聞
き

ま
す
。『
甲
賀
市
民
の
皆
さ
ん
が
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
楽
し
め
る
、
誰
も
が

乗
り
た
く
な
る
よ
う
な
鉄
道
に
な
っ

て
ほ
し
い
』と
引
田
さ
ん
。『
幾
度
の

困
難
を
乗
り
越
え
た
縁
起
の
い
い
鉄

道
と
し
て
乗
車
し
て
も
ら
う
の
も
よ

し
。
子
ど
も
が
楽
し
め
る
企
画
満
載

の
キ
ッ
ズ
列
車
や
、
ま
ち
の
神
社
と

提
携
し
て
七
五
三
や
還
暦
を
お
祝
い

す
る
列
車
が
あ
っ
て
も
面
白
い
。
列

車
内
で
結
婚
式
を
挙
げ
る
、
な
ん
て

い
う
の
も
楽
し
い
か
も
。』

　
信
楽
町
民
だ
け
で
な
く
甲
賀
市
民

に
と
っ
て
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
鉄

道
に
な
る
と
い
い
な
ぁ
…
お
話
を
お

伺
い
し
、私
自
身
も
そ
う
感
じ
ま
し
た
。

▲引田 啓子さん

▲信楽高原鐵道グッズ

▲信楽駅ホームはタヌキがいっぱい

▲美しい歌声でつつまれる会場
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上野公園の桜亀山市桜まつり

高石垣を囲むように咲き誇るソメイヨシノ～春の穏やかなひとときを～

　日本で１、２を争う高さを誇る石垣をもつ伊賀
上野城がシンボルの上野公園内では、春になると
ソメイヨシノが咲き誇ります。伊賀上野城の天守
閣から見下ろす満開の桜は最高の眺めです。また、
広々とした園内やその周辺には、伊賀流忍者博物
館や芭蕉の旅姿を模した俳聖殿などの名所・旧跡が
充実し、１日ゆっくり過ごすことができます。
　夜になると園内にぼんぼりが灯ります。幻想的
な雰囲気の中、夜桜見物を楽しんでみてはいかが
でしょうか。

と　き　３月下旬～４月中旬
ところ　伊賀市上野丸之内
アクセス　伊賀鉄道上野市駅下車すぐ
問合先　伊賀市観光戦略課　☎0595-22-9670

　満開の桜をお楽しみいただきながら、亀山城周
辺の文化財や、関宿の町並みにもお立ち寄りくだ
さい。４月13日（日）には、「亀山市桜の名所と歴
史ロマンを訪ねる」ウオーキングも開催されます。

●亀山城桜まつり
と　き　４月６日（日）午前10時～午後３時
ところ　亀山城多門櫓周辺（本丸町）
内　容　子ども写生大会、ふれあいブースなど
アクセス　�東名阪自動車道「亀山IC」より亀山方面

へ約10分

●観音山春まつり
と　き　４月13日（日）午前10時～午後２時
ところ　観音山公園一帯（関町新所）
内　容　宝さがし、木工教室、各種バザーなど
アクセス　�東名阪自動車道「亀山IC」より関方面へ

約10分
問合先　亀山市観光協会　☎0595-97-8877

▲上野公園の桜

亀山市 伊賀市

　

斎
王
に
よ
る
禊
ぎ
や
平
安
時
代
の
絵
物
語

を
再
現
す
る『
斎
王
群
行
』…
遥
か
千
年
の
悠

久
の
時
代
を
こ
え
、
今
年
も
鹿
深
の
地
で
甦

り
ま
す
。
斎
王
に
よ
る
禊
ぎ
式
や
可
愛
ら
し

い
童わ

ら

女わ
め

に
よ
る
舞
、
華
や
か
な
道
中
舞
を
繰

り
広
げ
な
が
ら
現
存
す
る
唯
一
の
国
史
跡

「
垂
水
斎
王
頓
宮
跡
」ま
で
約
３
㎞
の
道
の
り

を
、
総
勢
70
余
名
が
雅
な
平
安
衣
装
を
身
に

ま
と
い
厳
か
に
進
み
ま
す
。

　

幻
想
的
で
ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る
平
安
絵
巻
の

世
界
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時
：
３
月
23
日（
日
）

11
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所
：
大
野
小
学
校（
お
発
ち
式
）～

垂
水
斎
王
頓
宮
跡（
お
着
き
式
）

11
時
30
分　

禊
ぎ
群
行

（
大
野
小
学
校
体
育
館
前
～
夢
の
小
川
）

12
時
　
　　
禊
ぎ
式
・
お
発
ち
式（
夢
の
小
川
）

13
時
　
　　
斎
王
群
行
お
発
ち（
旧
東
海
道
）

13
時
30
分　

童
女
の
舞（
市
場
区
民
広
場
）

14
時
15
分　

道
中
舞（
前
野
集
会
所
西
広
場
）

15
時
　
　　

お
着
き
式（
垂
水
斎
王
頓
宮
跡
）

※�

雨
天
時
は
全
て
の
行
事
を
大
野
小
学
校
体
育
館
で

12
時
か
ら
行
な
い
ま
す
。

※�

途
中
で
天
候
が
急
変
し
た
場
合
は
、
取
り
止
め
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▲満開の桜と亀山城多門櫓

あ
い
の
土
山

斎
王
群
行
開
催

第17回

◆�

甲
賀
市
を
活
動
の
拠
点
と
し
て
、

自
主
的
に
活
動
す
る
団
体
や
グ

ル
ー
プ（
イ
ベ
ン
ト
の
実
行
委
員

会
や
サ
ー
ク
ル
活
動
を
し
て
い
る

グ
ル
ー
プ
な
ど
）が
年
間
登
録
を

す
れ
ば
利
用
で
き
ま
す
。

◆�

政
治
・
宗
教
・
営
利（
塾
や
教
室
な

ど
）を
目
的
と
し
た
団
体
は
利
用

で
き
ま
せ
ん
。

◆�「
自
分
た
ち
の
家
」で
す
。
管
理
人

が
い
ま
せ
ん
の
で
、
利
用
団
体
の

自
主
管
理
・
自
主
運
営
と
な
り
ま

す
。

◆�「
次
に
使
う
人
の
身
に
な
っ
て
」利

用
す
る
の
が
マ
ナ
ー
で
す
。
ゴ
ミ

や
タ
バ
コ
の
吸
殻
な
ど
は
す
べ
て

持
ち
帰
り
で
す
。

市
民
活
動
の
拠
点
に 

～
年
間
登
録
の
受
付
開
始
～

　「
自
主
活
動
セ
ン
タ
ー
き
ず
な
」は
、
水
口
郵
便
局
前
に
あ
る
施
設
で
、「
私
た
ち
が
決
め
て
、
私
た
ち
が
守
る
」を
合
言
葉
に
、
利
用
す
る
み
ん
な
が
自
主
的
に
管
理

を
し
な
が
ら
、
イ
ベ
ン
ト
の
実
行
委
員
会
や
サ
ー
ク
ル
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、
36
の
登
録
団
体
が
こ
こ
を
拠
点
に
そ
れ
ぞ
れ
自
主
活
動
を
行
っ
て
お
り
、「
自
主
活
動
セ
ン
タ
ー
き
ず
な
運
営
協
議
会
」で
、
み
ん
な
が
安
心
で
き
て
使
い

や
す
い
よ
う
な
ル
ー
ル
を
決
め
た
り
、
登
録
団
体
の
交
流
会
を
開
催
す
る
な
ど
活
発
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
活
動
場
所
を
探
し
て
い
る
団
体
や
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
、
一
緒
に「
自
分
た
ち
の
家
」と
し
て
利
用
し
ま
せ
ん
か
？

年
間
登
録
団
体
を
募
集
し
ま
す

　

募
集
要
領
・
申
込
書
は
、
き
ず
な
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
室
、
旧
支
所
の
地

域
市
民
セ
ン
タ
ー
、
市
民
活
動
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

●
募
集
締
切　

３
月
13
日（
木
）必
着

●
申
込
・
問
合
せ
先

〒
５
２
８

－

０
０
０
５

水
口
町
水
口
５
６
７
６
番
地

自
主
活
動
セ
ン
タ
ー
き
ず
な
運
営
協
議
会

☎
／

 

６
３

－

７
３
１
０

（
不
在
の
場
合
）

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
室

☎
６
５

－

０
６
８
７
／

 

６
３

－

４
５
５
４

年
間
登
録
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　

年
間
登
録
を
希
望
さ
れ
る
団
体
は
、
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

３
月
９
日（
日
）10
時
～
12
時

●
場
所　

自
主
活
動
セ
ン
タ
ー
き
ず
な

ビ
ジ
タ
ー
利
用
募
集

　

も
っ
と
多
く
の
皆
さ
ん
が
利
用
で
き
る

よ
う
に
、
年
間
登
録
を
し
て
い
な
く
て
も

利
用
で
き
る「
ビ
ジ
タ
ー
利
用
」を
実
施
し

て
い
ま
す
。

●
使
用
時
間　

８
時
～
22
時

●
利
用
対
象
団
体

◦�

甲
賀
市
を
活
動
拠
点
と
し
て
自
主
的

に
活
動
す
る
団
体
、
グ
ル
ー
プ（
け

い
こ
事
な
ど
の
団
体
も
利
用
で
き
ま
す
）

◦�

政
治
、
宗
教
、
営
利
を
目
的
と
し
な

い
団
体

●�

使
用
1
か
月
前
か
ら
国
際
交
流
協
会
の

事
務
局
で
受
付
を
し
て
い
ま
す
。

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
10
時
～
17
時
30
分
）

▲登録団体で年２回大掃除をしている様子

ル
ー
ル

自
主
活
動
セ
ン
タ
ー 

き
ず
な

問
い
合
わ
せ

自
主
活
動
セ
ン
タ
ー
き
ず
な　

運
営
協
議
会

 

☎
／

 

６
３
―
７
３
１
０

（
不
在
の
場
合
）

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
室

 

☎
６
５
―
０
６
８
７
／

 

６
３
―
４
５
５
４

問
い
合
わ
せ

あ
い
の
土
山
斎
王
群
行
実
行
委
員
会
事

務
局（
あ
い
の
土
山
文
化
ホ
ー
ル
内
）

 

☎
６
6
―
1
6
0
2
／

６
6
―
1
6
0
3
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自主活動団体が集結

夜の図書館で本格的なクラシックを

自主活動センターきずなまつり

信楽図書館ボランティアコンサート

　

今
回
初
め
て
と
な
る
自
主
活
動
セ
ン

タ
ー
き
ず
な
ま
つ
り
が
２
月
８
日
、
同
セ

ン
タ
ー
内
で
開
催
さ
れ
、
登
録
団
体
や
地

域
の
方
な
ど
３
０
０
名
以
上
が
訪
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
催
し
は
、
現
在
こ
の
施
設
を
拠
点

に
活
動
し
て
い
る
36
の
登
録
団
体
が
親
睦

を
深
め
、
ま
た
地
域
の
方
に
も
楽
し
ん
で

も
ら
お
う
と
、
同
団
体
ら
が
実
行
委
員
会

を
組
織
し
、
実
施
し
た
も
の
で
す
。

　
会
場
で
は
、
各
団
体
の
活
動
を
描
い
た

パ
ネ
ル
展
示
、
各
国
の
食
事
を
提
供
す
る

模
擬
店
、
二
胡
や
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
演
奏

な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
が
訪
れ
た
人

を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
催
し
に
訪
れ
た
方
は「
こ
ん

な
に
色
々
な
団
体
が
あ
る
の
は
知
ら
な

か
っ
た
。
活
動
内
容
を
見
る
の
が
楽
し

か
っ
た
」と
話
し
、
市
民
活
動
に
興
味
を

持
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
ピ
ア
ノ
に
よ
る
バ
レ
ン

タ
イ
ン
・
コ
ン
サ
ー
ト
が
２
月
13
日
、
信
楽

図
書
館
で
開
催
さ
れ
、
地
元
の
親
子
連
れ
や

ク
ラ
シ
ッ
ク
愛
好
家
な
ど
約
70
人
の
観
客
が

訪
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
同
図
書
館
が
主
催
す
る

２
６
７
回
目
を
迎
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ン

サ
ー
ト
で
、
今
月
に
は
ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
に
も

コ
ン
サ
ー
ト
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
関
西
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管

弦
楽
団
所
属
の
藤ふ

じ

原わ
ら

利り

佳か

さ
ん
、
ピ
ア
ニ
ス

ト
の
河こ

う

本も
と

清き
よ

子こ

さ
ん
が
静
か
で
不
思
議
な
雰

囲
気
を
醸
す
夜
の
図
書
館
で
、
モ
ー
ツ
ァ
ル

ト
や
シ
ベ
リ
ウ
ス
な
ど
の
楽
曲
を
演
奏
し
ま

し
た
。

　
毎
回
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
楽
し
み
に
し
て

い
る
と
い
う
男
性
は「
夜
の
図
書
館
で
本
格

的
な
演
奏
が
楽
し
め
る
の
が
醍
醐
味
」と
、

静
か
に
目
を
閉
じ
演
奏
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

地域と関わり学びを深める 甲南高校 総合学科発表大会
　

甲
南
高
校
が
２
月
４
日
、
忍
の
里
プ

ラ
ラ
で
総
合
学
科
発
表
大
会
を
行
い
、

３
３
９
人
の
生
徒
と
そ
の
保
護
者
ら
が
発

表
を
見
守
り
ま
し
た
。

　
同
校
は
、
平
成
19
年
に
県
で
２
例
目
と

な
る
総
合
学
科
設
置
校
で
、
食
や
福
祉
な

ど
４
つ
の
専
門
系
列
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
地
域
と
関
わ
り
な
が
ら
学
び
を
深
め
て

い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
土
山
S
A
・
甲
南
P
A
レ

ス
ト
ラ
ン
と
協
働
し
た
新
レ
シ
ピ
の
開
発

（
食
と
健
康
系
列
）や
、
ヒ
ノ
キ
の
抗
菌
作

用
の
研
究（
バ
イ
オ
と
か
が
く
系
列
）、
手

作
り
絵
本
に
よ
る
読
み
聞
か
せ（
福
祉
と

保
育
系
列
）、
本
格
中
華
麺
へ
の
挑
戦（
生

物
と
環
境
系
列
）な
ど
４
つ
の
系
列
か
ら

13
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
多
く
の
観
客
を
前
に
、

ス
ク
リ
ー
ン
に
映
さ
れ
る
資
料
を
上
手
に

使
い
な
が
ら
堂
々
と
発
表
を
披
露
し
、
観

覧
者
の
一
人
は「
す
ご
く
立
派
な
発
表
だ
」

と
目
を
細
め
て
い
ま
し
た
。

地域に魅せられて

居
い

山
や ま

　翠
みどり

さん

東京の大学で学
んだという居山さんは、
故郷滋賀の魅力を再確認。
現在は、市内で国籍や背景を
超えて交流できるような居場
所作りのため、市民活動団
体「鹿深 deござれ！」の
代表として活躍され

ています。

美容師体験で仕事の楽しさを
生き方学習「美容師体験授業」

　
生
き
方
学
習「
美
容
師
体
験
授
業
」が
２
月
10

日
、
甲
南
第
三
小
学
校
で
開
か
れ
、
６
年
生
７

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
授
業
は
、
同
校
の
総
合
学
習
と
し
て
実

施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
日
は
、
守
山
で
活
躍
す
る
現
役
の
美
容

師
の
先
生
が
、
児
童
た
ち
に
カ
ッ
ト
の
方
法
、

髪
の
結
い
方
な
ど
美
容
師
の
技
術
を
教
え
に
来

ら
れ
ま
し
た
。

　
児
童
た
ち
は
、
初
め
て
の
体
験
に
た
ど
た
ど

し
い
手
つ
き
な
が
ら
も
先
生
の
手
ほ
ど
き
の
お

か
げ
で
一
つ
ず
つ
動
作
を
体
験
し
、
う
ま
く
で
き
る
と
他
の
児
童
か
ら
歓
声
が
あ

が
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
仕
事
道
具
を
と
て
も
大
切
に
す
る
な
ど
仕
事
に
打
ち

込
む
た
め
に
必
要
な
こ
と
を
学
び
、
あ
る
児
童
は「
思
っ
た
よ
り
難
し
い
。
け
ど
、

そ
れ
と
同
じ
く
ら
い
楽
し
か
っ
た
」と
初
め
て
の
体
験
に
満
足
そ
う
に
話
し
て
い
ま

し
た
。

ライブで平和を考える
平和学習会

　
県
平
和
祈
念
館
と
市
が
共
催
す
る
平
和
学
習
会
が
２
月
16
日
、
忍
の
里
プ
ラ
ラ

で
開
催
さ
れ
、
約
50
人
の
来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
学
習
会
は
、
多
く
の
方
に
戦
争
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
、
平
和
な
社

会
を
考
え
て
も
ら
う
た
め
に
企
画
さ
れ
、
県
内
の
神
風
特
攻
隊
員
の
お
話
、
住

民
が
出
征
し
て
い
く
時
の
ま
ち
の
様
子
や
家
族
の
苦
悩
な
ど
戦
争
体
験
に
つ

い
て
の
お
話
と
、
県
内
出
身
の
バ
ン
ド

「
Jジ

ェ

リ

ー

ビ

ー

ン

ズ

E
R
R
Y
B
E
A
N
S
」に
よ
る
ラ
イ
ブ

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ラ
イ
ブ
で
は
、
楽
し
い
雰
囲
気
の
中
に
も

バ
ン
ド
メ
ン
バ
ー
が
、
か
つ
て
不
登
校
だ
っ

た
つ
ら
い
過
去
の
話
な
ど
を
語
り
、
互
い
を

認
め
合
う
こ
と
な
ど
を
会
場
が
一
体
と
な
っ

て
考
え
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
一
人
は「
車
い
す
の
人
も
若
い

人
も
一
緒
に
は
し
ゃ
い
で
、
感
動
で
き
た
。

楽
し
い
こ
と
で
す
ね
」と
満
足
そ
う
に
話
し

て
い
ま
し
た
。

▲みんな一緒にピース

◆なぜ滋賀に戻ってこられたのですか？
　�　東京はすごく楽しい魅力的なまちでしたが、こ
の街に住んでいた４年間が、故郷の素晴らしさを
再確認させてくれたからです。SNS（ソーシャル
ネットワーキングサービス）などを通じて、地元
の人と滋賀の話をしていると戻りたくなったんで
す。

◆では、なぜ甲賀市を拠点に選ばれたのですか？
　�　滋賀で最初に仕事を担当させていただいたのが
甲賀市周辺だったこと、まちづくりの塾に入った
時に甲賀市を拠点に活動するグループに入ったこ
とが理由ですね。これ以外にも、プライベートか
ら仕事まで色々なご縁が私をこのまちにつないで
くれているのだなと感じています。

◆今はどんな活動を？
　�　お仕事などをキッカケに移住してこられる方、
そしてその中に外国籍の方もいらっしゃるこのま
ちで、「多文化共生」をテーマに互いの文化を尊重
しながら交流できる機会を作ろうと、「山登り」や
「ダンス」などのイベントは開催してきました。来
年度からは拠点を設けて、より地域密着の活動へ
と進化していくべく準備中です。

◆活動の未来をどのように描かれていますか？
　�　活動を始めて約１年が経ち、ようやく地域が見
えてきたのが現状です。そして、フィールドワー
クを通じて、地域の営みなどへ入る事にハードル
を感じる方がいることを知ったので、色んな立場
の人がつながれる場を作れればと思っています。
　�　また、このまちを良くしていきたいと思ってい
る人を求めて、つながっていきたい。そして、ど
んな人もお互いに気軽に挨拶ができるようなまち
を思い描いて活動をしています。

▲活動紹介のプレゼンテーション

▲仕事に必要な「哲学」も学ぶ

▲夜の図書館に楽器の音色がこだまする

▲大勢の前でプレゼンテーション

興味のある方は、ご一報ください。
「鹿深deござれ！」フェイスブックページ
http://www.facebook.com/gozare

▲活動の一幕

平成26年3月1日 142014.3.115 　　　　2014.3.1 平成26年3月1日



ＪＡこうかなら！ローンのご相談が
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検索ＪＡこうか

平成26年3月31日迄にインターネットでローン相談をお申込みいただいた方限定で、
「こうかの新米」(お試し用2合）プレゼント！
※ただし当JAローンセンターもしくは最寄支所での手渡しとなります。郵送での進呈は行いません。

病院・施設お迎え　もしも・・・の時に
甲賀斎苑ご利用でのご葬儀
　　　　　　　自宅ご葬儀も承ります

かふか（甲南・甲賀）セレモニーホール
（株）水口福祉社 TEL62-3055
本社　甲賀市水口町高塚8-1　FAX 62-3127

i n f o r m a t i o n

情報
の

まど
催
し

☎
６
０

－

２
６
９
０
／

６
０

－

２
３
６
２

Ｅ
メ
ー
ル
：info@

koka-kanko.org
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－
－
－
－
－
－
－
－
－

く
す
り
学
習
館

『
親
子
も
の
つ
く
り
教
室
』参
加
者

募
集

第
４
回　

樟
脳
船
と
墨
流
し
は
が

き
づ
く
り

●
日
時
／
３
月
21
日（
金
・
祝
）10
時
～

●
場
所
／
く
す
り
学
習
館

●
定
員
／
親
子
20
組（
40
人
）※
参
加
無
料

●
申
込
方
法
／
実
施
日
の
１
週
間
前
ま
で
に

く
す
り
学
習
館
の
窓
口
に
お
越
し
に
な
る

か
、
電
話
・
Ｆ
ａ
ｘ
で
住
所
、
氏
名（
保
護

者
・
児
童
）連
絡
先
電
話
番
号
を
明
記
の
上

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
／
く
す
り
学
習
館

☎
８
８

－

８
１
１
０
／

８
８

－

３
１
５
４

問
／
甲
南
高
校　

森
田
教
諭

☎
８
６

－

４
１
４
５

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

交
流
会
開
催
の
お
知
ら
せ

　

会
員
を
は
じ
め
子
育
て
支
援
に
関
心
を
お

持
ち
の
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
３
月
15
日（
土
）10
時
～
12
時

●
場
所
／
甲
南
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー

●
内
容
／
交
流
会　

ハ
ン
カ
チ
染
め
体
験

　

※
参
加
無
料

問
・
申
／
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
８
６

－

６
１
７
３
／

８
６

－

７
２
２
６

こ
ど
も
応
援
課　

児
童
家
庭
支
援
係
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５
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０
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／
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０
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／
庁
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整
備
室
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５
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６
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／
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５
６
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－
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－

第
２
回
甲
賀
市
福
祉
と
人
権
の
ま

ち
づ
く
り
研
修
会

●
日
時
／
３
月
11
日（
火
）19
時
30
分
～
21
時

●
場
所
／
サ
ン
ト
ピ
ア
水
口
共
同
福
祉
施
設

●
内
容
／
講
演「
こ
の
街
で
暮
ら
し
た
い
と

い
う
願
い
に
応
え
て
～
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

開
設
に
至
る
ま
で
～
」

講
師　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
こ
こ
ね
っ

と
事
務
局
長　

山や
ま

田だ　

早さ

苗な
え

さ
ん

※
参
加
無
料
、
手
話
通
訳
あ
り

問
／
人
権
推
進
課

☎
６
５

－

０
６
９
３
／

☎
６
３

－

４
５
８
２

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

東
海
道
伝
馬
館　

春
休
み
お
話
会

●
日
時
／
３
月
26
日（
水
）10
時
～
12
時

●
場
所
／
東
海
道
伝
馬
館

●
内
容
／
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
つ
く
し
ん
ぼ
」に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
、
紙
芝
居
、
折
り
紙
・
カ
ル
タ
遊
び

※
参
加
無
料
、
予
約
不
要

問
・
申
／
東
海
道
伝
馬
館（
月
・
火
休
館
）

☎
／

６
６

－

２
７
７
０

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

夜
空
旅
人（
天
体
観
望
会
）

①「
真
昼
の
星
を
み
て
み
よ
う
」

●
日
時
／
３
月
２
日（
日
）

　

①
11
時
～
12
時

　

②
13
時
30
分
～
14
時
30
分

●
定
員
／
各
回
20
名
程
度

●
内
容
／
太
陽
、
一
等
星
、
金
星
な
ど
の
観

望
※「
ま
な
び
・
た
い
け
ん
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
４
」と
共
催（
事
前
申
込
不
要
）

●
場
所
／
か
ふ
か
生
涯
学
習
館

②「
火
星
の
お
は
な
し
」

●
日
時
／
３
月
22
日（
土
）19
時
30
分
～
21
時

30
分

●
内
容
／
天
体
の
お
話（
火
星
）、
木
星
、
春

の
星
座
な
ど
の
観
望

●
申
込
方
法
／
電
話
に
て
申
し
込
み
先
ま
で

●
申
込
締
切
／
３
月
21
日（
金
）ま
で

●
定
員
／
20
名

●
場
所
／
か
ふ
か
生
涯
学
習
館

※
天
候
・
人
数
等
に
よ
り
中
止
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
夜
間
は
冷
え
込
み
ま
す
の
で

防
寒
対
策
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
・
申
／
か
ふ
か
生
涯
学
習
館

☎
８
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４
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０
０
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０
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－
－
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－
－

－

連
続
講
座「
し
が
ら
き
健
康
塾
」

●
日
時
／
３
月
20
日（
木
）14
時
～
16
時

●
場
所
／
信
楽
保
健
セ
ン
タ
ー　

１
階

●
内
容
／
講
座（
ア
レ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
）、

血
糖
測
定
、
健
康
食
品
の
試
食
な
ど

●
講
師
／
病
院
ス
タ
ッ
フ　

他

●
定
員
／
約
20
名

●
参
加
費
／
初
回
の
方
の
み
テ
キ
ス
ト
代

３
０
０
円

問
・
申
／
信
楽
中
央
病
院

☎
８
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０
２
４
９
／

８
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３
０
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－

Ｊ
Ｒ
ふ
れ
あ
い
ハ
イ
キ
ン
グ「
宿

場
ウ
ォ
ー
ク　

東
海
道
水
口
宿
の

歴
史
と
酒
蔵
を
め
ぐ
る

●
日
時
／
３
月
15
日（
土
）10
時
15
分
～
15
時

●
集
合
／
近
江
鉄
道
水
口
石
橋
駅

●
行
程
／
大
徳
寺
―
旧
水
口
図
書
館
―
街
道

交
流
館
―
藤
榮
神
社
―
美
冨
久
酒
造
―
水

口
城
資
料
館
―
水
口
歴
史
民
俗
資
料
館
―

近
江
鉄
道
水
口
城
南
駅（
約
５
km
）

※
酒
蔵
ま
つ
り
で
は
試
飲
や
販
売
も
あ
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
が
案
内
し
ま
す
。

●
参
加
費
／
２
０
０
円（
入
館
料
・
保
険
料
）

●
定
員
／
先
着
50
名

●
持
ち
物
／
弁
当
、
飲
み
物
、
保
険
証
、
雨

具
な
ど

●
申
込
方
法
／
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
・

葉
書
の
い
ず
れ
か
で
、氏
名
・
年
齢
・
住
所
・

電
話
番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
・
申
／
甲
賀
市
観
光
協
会

〒
５
２
０

－

３
３
０
８　

甲
南
町
野
田
８
１
０

番
地

み
な
く
ち
子
ど
も
の
森

き
ま
ぐ
れ「
し
ぜ
ん
さ
ん
ぽ
」（
短

時
間
の
自
然
観
察
ガ
イ
ド
）の
ご

案
内

●
日
時
／
３
月
16
日（
日
）14
時
～
15
時

●
場
所
／
自
然
館
前
に
集
合

●
費
用
／
無
料

●
申
込
／
不
要
。
た
だ
し
先
着
15
名

問
・
申
／
み
な
く
ち
子
ど
も
の
森
自
然
館
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甲
賀
市
文
化
協
会
連
合
会
芸
能
祭

開
催
の
お
知
ら
せ

　

２
０
０
団
体
以
上
が
加
盟
す
る
甲
賀
市
文

化
協
会
連
合
会
か
ら
様
々
な
芸
能
が
発
表
さ

れ
ま
す
。

●
日
時
／
３
月
９
日（
日
）12
時
30
分
開
演

（
12
時
開
場
）

●
会
場
／
あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル

※
入
場
無
料

問
／
甲
賀
市
文
化
協
会
連
合
会
事
務
局

（
あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル
内　

月
曜
休
館
）
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－

庁
舎
整
備
基
本
設
計（
案
）

市
民
説
明
会
開
催
の
お
知
ら
せ

　

甲
賀
市
役
所
庁
舎
整
備
基
本
設
計（
案
）が

こ
の
ほ
ど
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、「
市
民

説
明
会
」を
左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

●
日
時
／
３
月
21
日（
金
・
祝
日
）13
時
30
分

～
16
時

●
場
所
／
水
口
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー　

福
祉

ホ
ー
ル
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甲賀市民スタジアム　３月　利用予定
日 曜日 利用予定時間 事業・大会名等 主催者 対象者

1・2 土・日 8:30～17:30 第44回日本少年野球春季全国大会滋賀県予選
日本少年野球連
盟滋賀県支部

硬式野球
（中学生）

9 日 8:30～17:00 滋賀県軟式野球連盟高松宮杯全
国軟式野球大会地区予選(2部)

滋賀県軟式野球
連盟甲賀地区

軟式野球
（一般）

29・
30 土・日 9:00～17:00 近畿春季軟式野球県予選大会 滋賀県軟式野球

連盟(甲賀事務局)
軟式野球
（一般）

水口スポーツの森へ行こう ３月の催し

日 曜日 利用予定時間 事業・大会名等 主催者 対象者

1 土 9:00～16:00 グラウンド・ゴルフ大会 甲賀市グラウン
ド･ゴルフ協会

グラウンド･
ゴルフ（一般）

2 日 8:30～17:00 甲賀市U12リーグ 甲賀市サッカー
スポーツ少年団

サッカー
（小学生）

9 日 9:00～17:00 高円宮杯滋賀県リーグ（U-15）（公社）滋賀県サッカー協会3種委員会
サッカー
（中学生）

15・
16 土･日 8:30～17:00 甲賀市長杯サッカー大会 甲賀市サッカー

スポーツ少年団
サッカー
（小学生）

21・
22 金･土 9:00～17:00 高円宮杯U-18滋賀県リーグ （公社）滋賀県サッカー協会

サッカー
（高校生）

23 日 8:30～17:00 甲賀市U12リーグ 甲賀市サッカー
スポーツ少年団

サッカー
（小学生）

多目的グラウンド　３月　利用予定

日 曜日 利用予定時間 事業・大会名等 主催者 対象者

1・22・29 土 9:00～16:00 甲賀市陸協・マスターズ交流練習会 甲賀市陸上競技協会 陸上（一般）

9 日 8:30～17:00 第3回甲賀市陸協記録会 甲賀市陸上競技協会 陸上（一般）

15・
16 土･日 8:30～17:00 甲賀市長杯サッカー大会 甲賀市サッカー

スポーツ少年団
サッカー
（小学生）

陸上競技場　３月　利用予定

●年間予約に供しない一般利用者のための確保日（６月分）のお知らせ
　・野球場（市民スタジアム）……６月８日（日）・21日（土）
　・多目的グラウンド…………… ６月７日（土）・29日（日）
６月分の利用申し込み締切日：４月１日（火）　※抽選日：４月６日（日）
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●
申
込
方
法
／
ハ
ガ
キ
に「
こ
い
も
ク
ラ

ブ
参
加
希
望
」と
明
記
し
、
参
加
者
全

員
の
氏
名
、
年
齢
、
住
所
、
電
話
番
号

を
記
入
の
上
、
左
記
ま
で

●
申
込
締
切
／
４
月
１
日（
火
）必
着

問
・
申
／

〒�

５
２
８

－

０
０
５
１　

水
口
町
北
内
貴
10

み
な
く
ち
子
ど
も
の
森
自
然
館

☎
６
３

－

６
７
１
２
／

６
３

－

０
４
６
６

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

こ
こ
ろ
の
健
康
を
考
え
る

～
３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
～

　

全
国
の
自
殺
者
数
は
、
平
成
24
年
は
15

年
ぶ
り
に
３
万
人
を
下
回
り
ま
し
た
が
、

ま
だ
多
く
の
尊
い
い
の
ち
が
失
わ
れ
て
い

る
こ
と
に
か
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　

自
分
自
身
や
周
囲
の
大
切
な
人
達
の
こ

こ
ろ
の
健
康
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。
身
近
な
方
へ
の
気
付
き
を

大
切
に
し
、
ひ
と
り
で
悩
み
を
か
か
え
こ

ま
な
い
よ
う
、
相
談
等
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

問
／
健
康
推
進
課

☎
６
５

－

０
７
３
７
／

６
３

－

４
５
９
１

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

１
日
年
金
相
談
所

　

１
日
年
金
相
談
所
の
平
成
26
年
度
上
半

期
の
開
設
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
開
設
日
／
４
月
10
日（
木
）、
５
月
８
日

（
木
）、
６
月
12
日（
木
）、
７
月
10
日

（
木
）、８
月
６
日（
水
）、９
月
11
日（
木
）

●
場
所
／
水
口
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

中
会
議
室

※
予
約
制
で
す
の
で
、
事
前
に
草
津
年
金

事
務
所
へ
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま

す
。
予
約
後
、
受
付
票（
ハ
ガ
キ
）が
送

付
さ
れ
ま
す
の
で
日
時
、
持
ち
物
等
ご

確
認
下
さ
い
。

問
／

□
草
津
年
金
事
務
所

０
７
７

－

５
６
７

－

１
３
８
３

（
予
約
専
用
）

０
７
７

－

５
６
７

－

１
３
１
１

（
お
客
様
相
談
室
）

０
７
７

－

５
６
２

－

９
６
３
８

（
予
約
専
用
Ｆ
Ａ
Ｘ
）

□
保
険
年
金
課

☎
６
５

－

０
６
８
８
／

６
３

－

４
６
１
８

（
市
役
所
で
の
予
約
受
付
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
）

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－
－
－
－
－
－
－
－

税
理
士
に
よ
る
税
務
相
談

●
日
時
／
3
月
12
日（
水
）13
時
30
分
～
16

時
30
分（
受
付
16
時
ま
で
）

●
場
所
／
水
口
納
税
協
会
3
階
会
議
室

●
定
員
／
予
約
制
で
先
着
6
名（
1
人
約

30
分
）

※
相
談
無
料

問
／
水
口
納
税
協
会

☎
６
２

－

１
１
５
１
／

６
３

－

０
１
７
３

お
知
ら
せ

〈談
相

３

〉
月

公
立
甲
賀
病
院　

さ
く
ら
祭
開
催

　

解
体
予
定
の
旧
公
立
甲
賀
病
院
駐
車
場

を
解
放
し
て
お
花
見
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
す
。

●
日
時
／
４
月
５
日（
土
）10
時
～
20
時

●
場
所
／
旧
病
院
正
面
駐
車
場

●
内
容
／
各
種
イ
ベ
ン
ト
・
模
擬
店
・
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

●
そ
の
他
／
当
日
は
駐
車
場
に
は
車
の
乗

り
入
れ
は
で
き
ま
せ
ん
。

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集
中

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
で

問
・
申
／
公
立
甲
賀
病
院
さ
く
ら
祭
実
行

委
員
会
事
務
局

☎
６
２

－

０
２
３
４
／

６
２

－

５
２
７
３

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－

市
営
駐
車
場
の
利
用
者
募
集

●
受
付
期
間
／
３
月
３
日（
月
）～
14
日

（
金
）

●
使
用
開
始
日
／
４
月
１
日（
火
）

●
甲
賀
駅
南
駐
車
場　

10
区
画（
う
ち
軽

自
動
車
３
区
画
）

●
甲
南
駅
前
自
動
車
駐
車
場　

身
体
障
が

い
者
用
の
み
２
区
画

　

３
，０
０
０
円
／
月

※
申
し
込
み
の
際
は
事
前
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま

す
。）

問
・
申
／
生
活
環
境
課

☎
６
５

－

０
６
８
６
／

６
３

－

４
５
８
２

●
油
日
駅
前
駐
車
場（
直
接
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
）

　

３
，
０
０
０
円
／
月

問
・
申
／
油
日
駅
を
守
る
会

☎
８
８

－

５
８
７
９

●
甲
南
駅
前
駐
輪
場（
直
接
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
）

　

自
転
車　

１
，５
０
０
円
／
月

　

原
付　
　

１
，８
０
０
円
／
月

問
・
申
／
甲
南
駅
前
駐
輪
場

☎
８
６

－

０
５
９
０

（
受
付
時
間
／
６
時
15
分
～
９
時
15
分
、

13
時
～
14
時
、18
時
30
分
～
20
時
30
分
）

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

平
成
26
年
度
み
な
く
ち
子
ど
も

の
森「
こ
い
も
ク
ラ
ブ
」参
加
者

募
集

●
場
所
／
み
な
く
ち
子
ど
も
の
森　

体
験

農
場

●
日
時
／
４
月
22
日
、５
月
1
日
、６
月
８
日
、

８
月
３
日
、
９
月
28
日
、
10
月
５
日
、
11
月

16
日
、
12
月
７
日
の
９
～
12
時

●
内
容
／
米
作
り
と
餅
つ
き
、
さ
と
い
も

等
の
栽
培
と
収
穫
、
里
山
の
生
き
物
観

察
な
ど
四
季
を
通
じ
た
自
然
体
験

●
定
員
／
25
人（
原
則
と
し
て
毎
回
参
加

の
方
。
定
員
超
の
場
合
は
家
族
ご
と
に

抽
選
）

●
対
象
／
小
学
生
～
大
人（
小
学
生
未
満

の
同
伴
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
）

●
参
加
費
／
家
族
ご
と
に
年
間
５
０
０

円
。
材
料
費
を
毎
回
一
人
２
０
０
円
以
内

募
集

みんなでつくる安心・安全なまち
第３回推進協議会開催
　１月16日、碧水ホールにて第３回セーフコミュニティ
推進協議会が開催されました。
　今回の会議では、５項目のテーマ別対策委員会の取り
組み状況や課題について、各対策委員会委員長等から報
告していただき、事務局からは今後の予定やセーフコ
ミュニティの審査行事の概要について説明を行いまし
た。

《審査行事とは》
　セーフコミュニティの審査行事には、取り組み途中で
受ける「プレ審査（中間審査）」と、取り組みを一定程度実
施してから受ける「本審査」があります。審査は２日間の
日程で、テーマ別対策委員会の取り組み等を報告し、審
査員の方から評価や指導、助言を受けます。甲賀市では、
プレ審査を５月下旬に予定しています。現在各対策委員
会では、審査で報告する内容について検討と準備が進め
られています。なお、審査は公開行事ですので、詳細が
決まり次第、市民の皆様にご案内させていただきます。

出前講座開催
　１月31日、水口第７区老人会「七福会」の新年の集い
にて出前講座を開催しました。セーフコミュニティとは、
外傷（事故やけが）を防ぐ取り組みであるとともに、絆や
安心を実感できる地域社会を、まち中みんなで作る取り
組みであることをお伝えしました。

▲協議会の様子

▼出前講座を開催
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●甲賀市の人口の推移

総数

男

女

世帯数

93,327

46,353

46,974

33,441

（-41）人

（-29）人

（-12）人

（　6）世帯
H25.1.31現在　（　）内は前月比

3月の延長窓口は
4日、11日、18日、25日です。
　毎週火曜日は市民課および旧支所である地域市民セン
ターで、戸籍・住民票・税関係などの証明書発行等を夜の
７時まで延長しています。
※ただし、延長窓口ではお受けできない業務があ
りますので、対応できる内容については下記ま
でお問い合わせください。

身を焦がす火の粉をかぶり勇壮な地域自慢の伝統花火・・・関連記事はP19身を焦がす火の粉をかぶり勇壮な地域自慢の伝統花火・・・関連記事はP19身を焦がす火の粉をかぶり勇壮な地域自慢の伝統花火・・・関連記事はP19 美容師の仕事を体験―甲南第三小学校・・・関連記事はP14美容師の仕事を体験―甲南第三小学校・・・関連記事はP14美容師の仕事を体験―甲南第三小学校・・・関連記事はP14

問い合わせ　市民課　戸籍住民係　
　　　☎65‐0683 　65‐6338

市の財政状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P2
市公式 facebook ページ開設・・・・・・・・・・・・・・・P6
平成２５年秋の叙勲、危険業務従事者叙勲、秋の褒章・・・・P7

風しんの予防接種はお済みですか・・・・・・・・・・・・P11
甲賀市成人式の案内・・・・・・・・・・・・・・・・・・P15
であいこうか「水口の風景画家　野田幸江さん」・・・・・P19

甲賀市facebookページ
http://www.facebook.com/city.koka

甲賀市ホームページ
http://www.city.koka.lg.jp/

平成26年（2014年）

-230移動

軽自動車にかかる諸手続きについて
消費税率引き上げに伴う上下水道料金の改定について

がん検診を受けましょう 2,3
6
8

企業等の新たな立地・設備等投資と雇用拡大を支援
自主活動センターきずな年間利用登録について
であいこうか『地域に魅せられて　居山 翠さん』

9
12
15

表紙キャプション   私のハサミさばきはいかがです

か？・・・関連記事は P14 
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行政情報番組「きらめきこうか」
市政情報や地域の催しなどを放映しています
ので、ぜひご覧ください。（※あいコムこうか光
テレビの有料契約が必要となります）

「
は
ん
な
り
美
人
」

大
野
小
学
校
６
年
生

田
村
　
樹
里
さ
ん

た
　
む
ら

じ
ゅ
　　り

「
牛
に
乗
っ
た
よ
」

信
楽
小
学
校
３
年
生

近
藤
　
未
唯
さ
ん

こ
ん
　
ど
う

み
　
　
ゆ

「修学旅行の思い出」
水口中学校３年生
髙畑　智至さん
たか  はた とも 　し

「
山
火
事
防
止
の
ポ
ス
タ
ー
」

甲
賀
中
学
校
２
年
生

藪
下
　
和
真
さ
ん

や
ぶ  

し
た

か
ず 

　
ま

　
今
号
の
編
集
が
大
詰
め

を
迎
え
る
こ
ろ
大
雪
が
降

り
ま
し
た
▼
関
東
方
面
で

は
観
測
史
上
初
の
積
雪
、

当
地
で
も
数
年
見
な
か
っ

た
よ
う
な
降
雪
で
し
た

▼
雪
も
融
け
た
頃
に
、
行

き
つ
け
の
ラ
ー
メ
ン
屋
さ

ん
に
行
く
と
、
麺
が
届
か

な
い
と
の
こ
と
▼
当
た
り

前
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
す

が
、
何
百
㎞
も
離
れ
て
い

て
も
全
て
つ
な
が
っ
て
い

る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
再

確
認
。
関
東
の
大
雪
も
全

く
他
人
事
で
は
な
く
、
冬

の
災
害
に
も
し
っ
か
り
と

備
え
な
け
れ
ば
と
感
じ
ま

し
た
。

つ




